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農薬登録情報  

 
2017年 4月 26日付で下記農薬の適用が変更登録されたので、ご連絡申し上げます。 

 

記 

農 薬 名E  

 

 第２２５６１号  ホクコーＤｒ．オリゼフェルテラ粒剤 
 

A 適用拡大の内容E  

・適用作物名「稲」に使用時期「移植時」、使用方法「側条施用」を追加する。 

【変更後】 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 
本剤の 

使用回数 
使用方法 

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌ゚ ﾛー ﾙ 

を含む農薬の 

総使用回数 

ﾌﾟﾛﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ 

を含む農薬の 

総使用回数 

稲 

いもち病 

ｲﾈﾐｽ゙ ｿ゙ ｳﾑｼ 
1kg/10a 

は種時 

1回 

は種同時 

施薬機を 

用いて土中 

施用する。 

1回 

2回以内 

(移植時までの 
処理は1回以内) 

いもち病 

ｲﾈﾄ ﾛ゙ｵｲﾑｼ 
移植時 側条施用 

稲 

(箱育苗) 

ｺﾌ゙ ﾉﾒｲｶ゙  

育苗箱 

(30×60×3cm、 

使用土壌約5L) 

1箱当り50g 

移植当日 

育苗箱の上か

ら均一に 

散布する。 

もみ枯細菌病 

白葉枯病 

内穎褐変病 

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸ゙ ﾘﾊ ｴ゙ 

移植3日前 

～移植当日 

いもち病 

ﾂﾏｸ ﾛ゙ﾖｺﾊ ｲ゙ 

ﾌﾀｵﾋ゙ ｺﾔｶ  ゙

ｲﾈﾄ ﾛ゙ｵｲﾑｼ 

ｲﾈﾐｽ゙ ｿ゙ ｳﾑｼ 

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 

緑化期 

～移植当日 

 

・使用上の注意事項に以下の文言を追加する。 

 （２）移植時に使用する場合は、次の注意事項を守ること。 

① 専用の移植同時施薬機を用い、側条施用すること。 

② 移植後は湛水状態（湛水深 3～5cm）を保ち、稲苗が活着するまで田面が露出しないよう水管理に注

意すること。 

③ 移植後、低温が続き、苗の活着遅延が予想される場合には使用をさけること。 

適用拡大後の製品情報の詳細はこちら（農薬製品・安全データシート（SDS）一覧）からご参照下さい。 

 以上 

 

https://www.hokkochem.co.jp/archives/category/nouyaku-new
https://www.hokkochem.co.jp/archives/nouyaku/%ef%bd%84%ef%bd%92-%e3%82%aa%e3%83%aa%e3%82%bc%e3%83%95%e3%82%a7%e3%83%ab%e3%83%86%e3%83%a9%e7%b2%92%e5%89%a4

